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議会だより議会だより

質疑あれこれ　報酬、給与の引き上げ
議会基本条例の制定
一般質問　２年目を迎える町長の思いは
議会だよりアンケート結果
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　１２月定例会は、１１月２６日に召集され、
１２月１６日までの２１日間の会期で開催しま
した。
　町提出議案は、大口町議会の議員の議員
報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
の一部改正や補正予算など２３議案が上程
され、原案どおり可決しました。
　その他、請願１件、陳情２件を審議し、陳情

お も な 内 容

○下水道建設費　　　　　　　　１億１１６０万円
　・測量や工事の遅れによる

○スクールネット機器更新　　　　　　６０４３万円
　・入札執行の結果

○備品購入費　　　　　　　　　  　４２６８万円
　・受信機の購入台数を減らす

○国保療養給付費　　　　　　　　　６０００万円
　・前年度と比べ増額傾向で推移しているため

○障がい者福祉費　　　　　　  　  ３３３７万円
　・利用回数の増加

○人件費（議員103万円、特別職の職員372万円、町職員1623万円） ２０９８万円
　・国家公務員に準じた給与改定を実施する

　

皆
さ
ま
に
は
、輝
か
し
い
初
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、広
島
や
御
嶽
山
な
ど
自

然
の
猛
威
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら

れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
幸
い

に
、私
ど
も
の
町
で
は
、何
の
災
害

も
無
く
平
穏
な
地
に
住
む
ご
縁
を

あ
り
が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、私
ど
も
町
議
会
で
は
、昨

年
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
「
皆
さ
ま

の
お
声
を
さ
ら
に
広
く
聴
く
」こ
と

を
第
一
に
考
え
、子
ど
も
さ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、そ
し
て
議
員
も
立

ち
寄
れ
る
居
場
所
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。是
非
、

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
年
も

ま
た
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴

ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、ご

祈
念
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
の
あ
い
さ
つ

新
春
の
あ
い
さ
つ

議長

倉知敏美

減 額

増 額

１件を採択としました。
　議員提出議案として、3議案を提出し、2
議案を全員賛成で可決、1議案を賛成多数
で可決し、国に意見書を提出しました。
　委員会提出議案として、「大口町議会基本
条例」を提出し、全員賛成で可決しました。
　一般質問は、８議員が町政全般にわたる
課題をただしました。
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６６７３万円を減額補正
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問□

答□

答□

問□答□

問□

問□

答□答□ 答□問□

答□ 問□問□

答□ 問□

答□ 問□

答□ 問□

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

を
開
い
た
の
か
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

期
末
手
当
の
支
給
率
を
改
正

す
る
も
の
で
、審
議
会
は
開

い
て
い
な
い
。

議
員
の
報
酬
は
、審
議

会
を
開
い
て
ほ
し
か
っ
た
が
。

期
末
手
当
の
支
給
率
だ

け
を
改
正
す
る
も
の
で
、報

酬
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

な
ぜ
教
育
長
が
、特
別

職
な
の
か
。

教
育
制
度
の
見
直
し
で
、

一
般
職
か
ら
特
別
職
に
位
置

づ
け
る
。

町
職
員
の
給
料
表
は
、

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
い
な

い
が
。本

町
の
職
階
を
、組
織

の
規
模
を
勘
案
し
て
国
家
公

務
員
の
職
階
に
対
応
さ
せ
、

国
家
公
務
員
の
給
料
表
を
適

用
し
て
い
る
た
め
、国
家
公

務
員
に
準
じ
て
い
る
。

一
般
職
か
ら
特
別
職
に

す
る
こ
と
で
、不
利
益
は
な
い

か
。

実
態
に
即
し
た
形
に
変

え
る
。通

勤
手
当
は
、バ
イ
ク
、

軽
自
動
車
や
普
通
自
動
車
で

差
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
。

法
令
で
は
、公
共
交
通

機
関
を
利
用
す
る
場
合
は
全

額
。そ
の
他
の
場
合
は
、距
離

に
応
じ
て
支
給
す
る
よ
う
定

め
て
い
る
た
め
、本
町
で
は
そ

れ
に
準
じ
て
い
る
。

何
か
新
し
い
事
業
に
取

り
組
む
の
か
。

異
質
な
も
の
を
、１
つ
に

ま
と
め
る
の
は
ど
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
内
容

は
、行
財
政
運
営
に
幅
広
く

関
与
し
て
い
て
、異
質
な
も

の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
の
審
議
会
で
、ど
う
い

っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
や
る
の

か
。

地
域
自
治
の
推
進
と
土

地
利
用
の
見
直
し
を
し
て
い

く
。

町
に
関
わ
る
行
政
改
革

の
素
案
な
ど
を
、必
要
が
あ

る
時
に
調
査
、審
議
し
、諮
問

す
る
。幅

広
く
町
民
の
意
見
を

聴
く
た
め
、委
員
の
人
数
を
増

や
せ
な
い
か
。

町
民
の
意
見
を
聴
く
こ

と
は
、審
議
会
で
協
議
し
運

用
で
考
え
る
。

議
員
の
報
酬
、費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
制
定・改
正

議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
、国
家
公
務
員
に
準
じ
る
。

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

常
勤
の
特
別
職
の
給
与
を
、国
家
公
務
員
に
準
じ
た
給
与
に

改
め
、教
育
長
を
常
勤
の
特
別
職
に
位
置
づ
け
る
。

行
政
経
営
審
議
会
条
例
の
制
定

総
合
計
画
、特
別
職
報
酬
や
行
政
改
革
な
ど
を
、一
元
的
に

審
議
す
る
た
め
、行
政
経
営
審
議
会
を
設
置
す
る
。

議
員
間
討
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、議
事
の
公
開
や
傍
聴
を
許
す

こ
と
が
必
要
と
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ
、「
傍
聴
」、「
公
開
」に

関
す
る
条
例
や
規
則
な
ど
を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
を
付
帯
事

項
と
し
て
可
決
し
た
。

部
設
置
条
例
の
一
部
改
正

施
策
を
達
成
す
る
た
め
、機
構
改
革
を
実
施
す
る
。

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

町
職
員
の
給
与
を
、国
家
公
務
員
に
準
じ
た
給
与
に
改
め
る
。
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問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□

答□

答□ 問□答□ 問□

答□ 問□答□ 問□

な
ぜ
条
例
化
す
る
の
か
。

高
齢
化
に
伴
う
介
護
保

険
制
度
の
改
正
な
ど
、議
論

す
る
内
容
が
複
雑
多
様
化
し

て
い
る
た
め
、町
の
附
属
機

関
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

町
相
談
支
援
事
業
者
と

は
。

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
、

高
齢
者
に
か
か
る
総
合
相
談

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。

会
議
で
何
を
す
る
の
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
な
ど
の
、訪
問
や
相

談
な
ど
か
ら
、高
齢
者
ニ
ー

ズ
の
把
握
、各
種
サ
ー
ビ
ス
の

総
合
的
な
調
整
や
推
進
に
関

す
る
こ
と
な
ど
を
協
議
す
る
。

町
の
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、他
の
市
町
と
違
う
の
で

は
。

高
齢
者
の
総
合
相
談
事

業
と
併
せ
、障
が
い
者
の
相

談
支
援
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

時
間
外
勤
務
手
当
の
追

加
補
正
は
ど
ん
な
も
の
か
。

ど
ん
な
病
気
が
医
療
費

を
増
や
し
て
い
る
の
か
。

主
に
、心
疾
患
な
ど
。

健
康
な
人
が
、急
に
重

症
化
す
る
前
に
医
療
に
か
か

る
こ
と
が
で
き
る
対
策
が
必

要
で
は
。

40
歳
以
上
の
加
入
者
の

方
に
、年
１
回
の
特
定
健
診

を
お
願
い
し
て
い
る
。健
診

デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
、重
症

化
予
防
の
勧
奨
を
し
て
い
る
。

地
域
自
治
組
織
や
木
こ

り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
が

活
発
に
な
っ
て
き
た
。

１
億
１
０
０
０
万
円
の

減
額
理
由
は
。

中
小
口
地
区
の
交
換
分

合
の
遅
れ
に
よ
り
減
額
す
る
。

来
年
度
は
で
き
そ
う
か
。

引
き
続
き
事
業
を
進
め

た
い
の
で
、新
年
度
予
算
で

再
度
計
上
し
て
い
く
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
全
般
に
わ
た
る
、基
準
を

定
め
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議
条
例
の
制
定

高
齢
者
の
生
活
の
質
の
向
上
に
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
、

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議
を
設
置
す
る
。

特
別
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険

公
共
下
水
道
事
業

賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案
他の２6議案は全員賛成で可決

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書

自動車関係諸税の抜本見直しについての意見書

○

×

○

×

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

不採択

可決

江

幡

吉

田

柘

植

伊

藤

前

田

大

島

丹
羽（
孝
）

岡
土

田

齊

木

宮

田

酒

井

丹
羽（
勉
）

木

野

倉

知

結

果

議　　　員　　　名

議 　案 　名

（議長は裁決に加わらないため空白）

○＝賛成　　×＝反対
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特別委員会は全議員で構成

吉
田
　
正

　

見
直
し
さ
れ
て
も
消
費

税
が
増
税
さ
れ
れ
ば
車
を

購
入
す
る
人
の
負
担
は
今

ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。

岡
　
孝
夫

　

不
公
平
な
税
制
を
早
い

段
階
で
解
決
す
る
こ
と
は

必
要
。

賛
成
反
対

12 2

反
対
討
論

賛
成
討
論

江
幡
満
世
志

　

若
い
人
た
ち
が
安
心
し

て
、結
婚
や
子
育
て
の
し

や
す
い
社
会
を
つ
く
る
こ

と
は
我
々
先
人
の
責
任
。

大
島
　
保
憲

　

実
施
し
て
い
る
施
策
も

あ
り
、す
べ
て
の
施
策
の
さ

ら
な
る
拡
大
を
求
め
る
こ

と
は
、財
政
的
に
困
難
。

反
対
賛
成

12 2

賛
成
討
論

反
対
討
論

委
員
会
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

請
願
・
陳
情

・
大
口
町
議
会
基
本
条
例

提
出
者　

議
会
基
本
条
例
策
定
特
別
委
員
会

委
員
長　

吉
田　

正
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

・「
女
性
が
輝
く
社
会
」
の
実

現
に
関
す
る
意
見
書

提
出
者　

柘
植　

満

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

・
自
動
車
関
係
諸
税
の
抜
本

的
見
直
し
に
つ
い
て
の
意
見
書

提
出
者　

岡　

孝
夫

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

・
国
民
健
康
保
険
へ
の
県
補

助
金
廃
止
を
撤
回
し
、
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

江
幡
満
世
志

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

【
請
願
】

・
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど

社
会
保
障
の
施
策
拡
充
に
つ

い
て
の
請
願
書

請
願
者　

愛
知
県
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
実
行
委
員
会

代
表
者　

森
谷
光
夫

紹
介
議
員　

江
幡
満
世
志

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

【
陳
情
】

・
戦
没
者
御
遺
骨
帰
還
に
関

す
る
法
律
制
定
に
賛
成
す
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

書陳
情
者

水
野　

昇　

他
１
人

（
聞
き
置
く
）

・
商
工
会
を
中
心
と
し
た
地

域
商
工
業
振
興
に
対
す
る
支

援
体
制
の
拡
充
を
求
め
る
陳

情
書

陳
情
者

愛
知
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

森
田
哲
夫

大
口
町
商
工
会

会
長　

宮
地
計
年　

他
2
人

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

　

町
議
会
で
は
、二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
も

の
と
し
て
、そ
の
責
務
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

住
民
の
厳
粛
な
信
託
に
応
え
、住
民
と
と
も
に
歩

む
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、大

口
町
議
会
基
本
条
例
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

３
件
の
う
ち
２
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
、1

議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
、国
の
機
関
な
ど
へ

議
会
か
ら
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

１
件
の
請
願
と
２
件
の
陳
情
は
、所
管
の
常
任

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。



8議員が質問町政を問う町政を問う
一
般
質
問町政を問う町政を問う

一
　
般

質
　
問

防犯カメラを設置するなど、対策強化に取り
組むべきでは。
江南警察署や地域と協議しながら、設置を進
めていく。

平成25年12月定例会（岡 孝夫）
犯罪率県内ワースト2位 住宅への侵入盗
問

答

10基設置の計画であるが、子どもたちを守る
ために通学路に設置できないか。
主要幹線道路に通じる交差点などに設置す
る。

平成26年3月定例会（宮田 和美）
通学路に防犯カメラを
問

答

ど
う
な
っ
た

質問者の満足度

がんばれ

順次、調整がと
れたところから、
設置している。

できる限り早く設置
をお願いしたい。
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伊藤　　浩　　一般会計予算の枠配分方式とは　………………………………　Ｐ　７

吉田　　正　　介護保険料  積立金を活用して値上げを止めよ ………………　Ｐ　８

岡　　孝夫　　Fix My Streetの活用はできないか　…………………………　Ｐ　９

酒井　廣治　　２年目を迎える町長の思いは　…………………………………　Ｐ１０

江幡満世志　　住宅リフォーム助成制度を創設せよ　…………………………　Ｐ１１

土田　　進　　防災行政無線の普及啓発と現在の問題は　……………………　Ｐ１２

柘植　　満　　耐震シェルター・耐震ベッド  補助制度の導入を ……………　Ｐ１３

前田　新生　　第七次総合計画は住民の意見を聴いて作成を　………………　Ｐ１４

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）
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効
果
的
な
枠
配
分
方
式
と
は

部
長 
主
体
的・自
主
的
に
予
算
の
作
成

予
算
編
成

こ
こ
数
年
の
本
町
の

財
政
状
況
は
。

経
常
収
支
比
率

で
比
較
す
る
と

左
の
表
と
な
る
。

　

数
字
が
小
さ
い
ほ
ど
財
政

構
造
に
弾
力
が
あ
る
こ
と
を

示
し
、過
去
５
年
間
は
70
％

台
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、健
全
な
財
政
運
営
が
で

き
て
い
る
と
考
え
る
。

平
成
22
年
度
か
ら
導

入
の
部
局
別
枠
配
分

方
式
の
長
所
や
短
所
は
。

長
所
は
、各
部
局

が
予
算
を
作
成

す
る
こ
と
で
、限
ら
れ
た
財

源
を
よ
り
効
率
的
、効
果
的

に
配
分
で
き
る
。短
所
は
、各

部
局
に
毎
年
の
予
算
額
が
固

定
化
さ
れ
る
。

健
全
で
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
す
る
た

め
の
効
果
的
な
枠
配
分
方
式

と
は
。

担
当
部
署
の
職

員
一
人
ひ
と
り

が
、主
体
的
、自
主
的
に
予
算

を
作
成
で
き
る
よ
う
に
意
識

づ
け
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要

と
考
え
る
。

女
性
が
社
会
で
活
躍

す
る
の
に
、障
害
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
。

子
育
て
支

援
な
ど
の

制
度
、仕
組
み
を
整
え
る
こ

と
や
社
会
全
体
の
意
識
改
革

が
進
ま
な
い
と
困
難
と
考
え

る
。

女
性
が
働
き
や
す
く

な
る
よ
う
、職
員
に

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

か
。

育
児
休
業
制
度

な
ど
女
性
が
働

き
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
整
備
や

臨
時
職
員
の
配
置
、人
事
異

動
な
ど
他
の
職
員
に
か
か
る

負
担
を
極
力
少
な
く
す
る
こ

と
で
、業
務
遂
行
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

女
性
が
輝
く
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、

何
が
必
要
か
。

働
き
た
く

て
も
退
職

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ
た

状
況
を
解
消
す
る
こ
と
や
出

産
、子
育
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
使
い
や
す
い
制
度
、

仕
組
み
を
整
え
て
い
く
と
と

も
に
、個
人
、家
庭
、地
域
や

企
業
な
ど
、社
会
全
体
の
意

識
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

総
務
部
長

一
　
般

質
　
問

伊
藤
　
浩

経常収支比率とは
地方税や譲与税、その他税交付
金などの毎年度、経常的に収入さ
れる一般財源が、どの程度人件費
や扶助費、公債費などの経常経費
に充当されているのかを示す。

伊藤　浩

年度
21
22
23
24
25

経常収支比率
78.4％
73.7％
78.4％
78.9％
77.2％

定数

13

5

4

4

名　称

実現のために何が必要か
部長 社会全体の意識を変えていく必要がある

女性が輝く社会

女性委員がいない審議会、
委員会など（２６年度）

（単位：人）

75%～80%未満…妥当である
80%以上…弾力性を失いつつある
90%以上…財政構造が硬直化している
95%以上…総務省の財政運営ヒアリン
　　　　　 グ対象団体

都市計画審議会

公の施設指定管理者選定審議会

選挙管理委員会

文化財保護審議会
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積立金を活用して値上げを止めよ
部長 急激な負担増にならないように努める

介護保険料

吉
田
　
正

一
　
般

質
　
問

介
護
保
険
特
別
会
計

の
支
払
準
備
基
金
は
、

い
く
ら
積
み
立
て
て
い
る
の

か
。

約
１
億
２

８
０
０
万

円
積
み
立
て
て
い
る
。

こ
の
基
金
は
、３
年

間
の
予
算
が
平
準
化

す
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。平
成
27
年
度
以
降
、３
年

間
の
65
歳
以
上
の
方
の
介
護

保
険
料
の
基
準
額
は
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

介
護
保
険

料
は
、高
齢

化
の
進
展
に
伴
う
介
護
認
定

者
数
の
増
加
に
よ
り
、計
画

ご
と
に
高
く
な
っ
て
い
る
。27

年
度
か
ら
29
年
度
の
介
護
保

険
料
は
、持
続
可
能
な
介
護

保
険
制
度
を
目
指
し
、基
金

を
活
用
し
て
急
激
な
負
担
増

に
な
ら
な
い
保
険
料
の
設
定

に
努
め
て
い
く
。

現
在
の
介
護
保
険
料

は
、10
段
階
に
区
分

さ
れ
て
い
る
。所
得
の
多
い

人
に
負
担
を
多
く
す
る
よ
う

段
階
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

現
在
の
段

階
設
定
の

考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
、国
の
考

え
方
を
考
慮
す
る
中
で
設
定

を
検
討
し
て
い
く
。

町
内
で
利
用
で
き
る

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
い
て

よ
い
か
。

新
し
い
介

護
保
険
制

度
で
、必
要
不
可
欠
と
い
わ

れ
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上
で
、訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
る
が
、早
急

な
課
題
と
は
考
え
て
い
な
い
。

直
営
で
も
復
活
さ
せ

る
べ
き
で
は
。

町
内
で
事

業
所
の
開

設
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
が

み
え
れ
ば
、相
談
に
の
る
な

ど
協
力
は
し
て
い
く
。

24
年
度
か
ら
地
域
密

着
サ
ー
ビ
ス
で
、「
定

期
巡
回
・
臨
時
対
応
サ
ー
ビ

ス
」が
新
設
さ
れ
た
。こ
の
サ

ー
ビ
ス
は
、日
中
・
夜
間
を
問

わ
ず
、１
日
複
数
回
の
定
期

訪
問
と
随
時
の
対
応
を
、介

護
・
看
護
が
一
体
的
に
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。町
内

で
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
所
は
あ
る
の
か
。町

内
で
実

施
し
て
い

る
事
業
所
は
な
い
。近
隣
市

町
で
も
開
設
し
て
い
る
事
業

所
が
な
い
。

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

【その他の質問】
　学童保育利用料の値上げをするな
　学校などの給食費を無料に

吉田　正

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
復
活
せ
よ

部
長 

早
急
な
課
題
と
は
考
え
て
い
な
い問□

問□
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「
Ｆ
ｉ
ｘ 

Ｍ
ｙ 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ

ｅ
ｔ
」
と
は
、危
険
か
所

や
問
題
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
、住
民
か
ら
幅
広
く

知
ら
せ
て
い
た
だ
く
ア
プ
リ

で
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
の
共
有
と
解
決
へ
の
有
効

な
手
段
の
１
つ
と
考
え
る
。

本
町
で
の
通
報
や
苦
情
な
ど

の
連
絡
方
法
や
件
数
は
。

電
話
、窓
口

や
メ
ー
ル

な
ど
で
、比
較
的
多
い
の
は
、

環
境
課
と
建
設
農
政
課
で
、

併
せ
て
平
成
25
年
度
は
２
４

５
件
あ
っ
た
。

こ
の
ア
プ
リ
の
活
用
で
期

待
さ
れ
る
予
想
効
果
は
。

閉
庁
時
で

も
通
報
で

き
る
、写
真
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー

タ
で
状
況
や
場
所
を
正
確
に

伝
え
れ
る
、行
政
の
対
応
状

況
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
の

効
果
が
あ
る
。

こ
の
ア
プ
リ
に
よ
り
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら

い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
写

真
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
そ
の
状
況
と

場
所
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。半
田
市
で
は
実

証
実
験
を
終
え
、運
用
を
開

始
し
た
。本
町
で
も
、取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

投
稿
者
に

よ
る
不
適

切
な
掲
載
が
ネ
ッ
ト
上
に
拡

散
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

無
料
ア
プ
リ
の
活
用
を
し
て

い
く
自
治
体
が
あ
れ
ば
、事

例
や
対
応
策
な
ど
を
検
証
し

て
い
く
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
公
共
機
関
の
数
は
。

20
か
所
。

例
え
ば
、１
月
１
日
深
夜

２
時
に
利
用
で
き
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
数
は
。

４
台
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
関
す
る
情

報
が
陳
腐
化
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
、児
童
セ
ン
タ
ー
を

始
め
、「
あ
い
ち
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ

プ
」に
載
っ
て
い
な
い
。さ
ら

に
、マ
ッ
プ
上
の
情
報
の
陳
腐

化
も
あ
る
。

間
違
っ
て

い
る
の
で
、

再
度
見
直
し
て
修
正
を
か
け

る
。

町
内
で
２４
時
間
営
業
し

て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
の
数
は
。

12
店
舗
。

コ
ン
ビ
ニ
は
、通
常
24
時

間
３
６
５
日
人
が
お
り
、

人
口
に
応
じ
店
舗
が
あ
る
。

ま
た
、震
災
時
な
ど
で
は
、緊

急
時
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。コ
ン

ビ
ニ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る

市
町
も
あ
る
が
、本
町
で
も

取
り
組
め
な
い
か
。Ａ

Ｅ
Ｄ
に

よ
る
除
細

動
を
実
施
す
る
ま
で
の
時
間

制
限
が
あ
る
の
で
、コ
ン
ビ
ニ

に
設
置
し
て
も
効
果
的
で
な

い
。

Ｆ
ｉ
ｘ 
Ｍ
ｙ 
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
の
活
用
は
で
き
な
い
か

部
長 

不
適
切
な
掲
載
が
ネ
ッ
ト
拡
散
す
る
恐
れ
も

身
近
な
問
題
の
早
期
解
決
・
効
率
化
に

岡

岡

岡

岡

岡

岡岡岡

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

一
　
般

質
　
問

岡
　
孝
夫

尾張旭市では市内の全コンビニにＡＥＤを設置しています

コンビニ等にＡＥＤの設置はできないか
部長 時間の制限があるので効果的でない

公共のＡＥＤの多くは夜間・休日等は使えない

岡　孝夫
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計画路線を分けて早期供用の予定は
部長 町道役場前線を優先して整備していく

都市計画道路小口線

酒
井
廣
治

一
　
般

質
　
問

都
市
計
画
道
路
小
口

線
の
、①
地
元
や
地

権
者
の
説
明
会
は
。②
測
量

の
状
況
は
。③
用
地
の
買
収

状
況
は
。④
総
工
事
費
は
い

く
ら
。⑤
供
用
開
始
は
い
つ

頃
か
。⑥
計
画
路
線
を
分
け

て
、早
期
供
用
の
予
定
は
。

①
平
成
23
年
10

月
以
降
は
、個
別

に
用
地
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

②
全
線
完
了
し
て
い
る
。

③
五
条
川
右
岸
地
区
の
町
道

小
口
線
は
22
人
の
う
ち
２
人
、

町
道
役
場
前
線
は
８
人
の
う

ち
５
人
の
地
権
者
の
買
収
が

済
ん
で
い
る
。

④
約
３
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。

⑤
用
地
が
整
い
次
第
、設
計

や
工
事
な
ど
で
３
か
年
を
見

込
ん
で
い
る
。

⑥
買
収
状
況
か
ら
、町
道
役

場
前
線
を
優
先
し
て
整
備
し

て
い
く
。

１
年
間
、町
の
ト
ッ
プ

と
し
て
の
感
想
は
。

先
輩
の
皆
さ
ん
が
、

堅
実
に
行
財
政
運
営

を
進
め
て
き
た
。町
の
最
高

責
任
者
と
し
て
、日
々
そ
の

職
責
を
果
た
せ
る
よ
う
、精

一
杯
職
務
に
当
た
っ
て
い
る
。

町
政
運
営
方
針
の
四

本
柱
、「
安
心
安
全
」

「
健
康
福
祉
」「
教
育
育
児
」

「
環
境
産
業
」の
今
後
の
具
体

的
な
考
え
や
町
長
の
思
い
は
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち

と
い
う
の
が
１
番
大

切
な
視
点
に
な
っ
て
く
る
。50

年
後
を
目
指
し
て
、土
地
利

用
の
見
直
し
な
ど
も
含
め
た

行
政
運
営
が
必
要
だ
と
い
う

気
持
ち
は
、１
年
前
よ
り
も

さ
ら
に
強
く
な
っ
て
い
る
。既

成
概
念
や
慣
例
、利
害
を
乗

り
越
え
て
、町
の
行
政
運
営

に
ま
い
進
し
た
い
。

酒
井

酒
井

酒
井

建
設
部
長

町
長

町
長

酒井廣治

2
年
目
を
迎
え
る
町
長
の
思
い
は

町
長 

安
全
で
安
心
な
ま
ち
が
１
番
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信
号
機
は
い
つ
設
置
す
る
の
か

部
長 
平
成
27
年
３
月
下
旬
に
設
置
予
定

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
北
側
交
差
点

３
年
以
上
前
か
ら
要

望
し
て
い
る
、健
康
文

化
セ
ン
タ
ー
北
側
の
交
差
点

は
、車
も
人
も
往
来
が
多
く

と
て
も
危
険
で
、１
日
も
早

く
信
号
機
を
設
置
し
、住
民

の
安
全
を
確
保
す
べ
き
で
は
。

過
去
３
年
で
事
故
は
な
か
っ

た
の
か
。

23
年
度
に

３
件
、25
年

度
に
１
件
の
人
身
事
故
が
あ

っ
た
。

信
号
機
は
、い
つ
設

置
す
る
の
か
。

信
号
機
の
設
置

は
、27
年
３
月
下

旬
に
予
定
し
て
い
る
と
、江

南
警
察
署
か
ら
聞
い
て
い
る
。

交
差
点
東
側
に
あ
る

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号

機
は
、ど
う
な
る
の
か
。

信
号
機
の
設
置

に
よ
り
、既
存
の

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
と
の

間
隔
が
狭
く
な
り
、渋
滞
を

招
く
恐
れ
が
あ
る
の
で
撤
去

さ
れ
る
。

地
域
循
環
型
の
経
済

施
策
と
し
て
、全
国

６
３
３
の
自
治
体
で
は
こ
の

制
度
を
つ
く
り
、地
域
経
済

活
性
化
に
繋
げ
て
い
る
。本

年
６
月
に
は
、小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
が
成
立
し
、自

治
体
と
商
工
会
と
で
小
企
業

者
の
仕
事
の
確
保
な
ど
に
努

め
る
よ
う
に
提
唱
し
て
い
る
。

商
工
会
と
協
働
で
取
り
組
む

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

は
、資
産
の
形
成

と
税
金
を
使
う
公
益
の
バ
ラ

ン
ス
が
大
切
だ
と
思
う
。

　

商
工
会
と
行
政
が
連
携
す

る
中
で
、商
工
業
の
振
興
を

図
る
と
い
う
こ
と
で
、商
工

会
が
主
体
的
に
動
い
て
い
た

だ
け
る
形
が
作
ら
れ
れ
ば
大

変
良
い
こ
と
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

江
幡

江
幡

江
幡

江
幡

地
域
協
働
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

副
町
長

一
　
般

質
　
問

江
幡
満
世
志

【その他の質問】
　愛北市場に巡回バスを
　国民健康保険税を１世帯、１万円下げよ

信号機が設置される健康文化センター北側交差点

住宅リフォーム助成制度を創設せよ
副町長 商工会が主体的に動いていただければ

問□
問□

江幡満世志

リフォーム中の住宅

つ
な
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普及啓発と現在の問題は
部長 周知しながら利用者ニーズの把握に努めていく

防災行政無線戸別受信機

土
田
　
進

一
　
般

質
　
問

ア
ナ
ロ
グ
波
か
ら
デ

ジ
タ
ル
波
に
変
え
る

経
緯
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

国
か
ら
一

般
簡
易
無

線
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
機
種
の

使
用
期
限
が
、平
成
34
年
11

月
30
日
ま
で
と
示
さ
れ
、４

０
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
の
一
般

簡
易
無
線
デ
ジ
タ
ル
方
式
に

変
更
し
た
。導
入
に
あ
た
っ
て

は
、国
の
社
会
資
本
総
合
整

備
事
業
を
活
用
し
て
、戸
別

受
信
機
の
更
新
を
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信

機
の
利
用
状
況
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
。

１
２
４
５

世
帯
の
う

ち
、「
全
く
聞
こ
え
な
い
」

「
時
々
、放
送
中
に
音
声
が
途

切
れ
て
し
ま
う
」世
帯
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、６
１
９
世
帯
か
ら
回
答

を
い
た
だ
い
た
。「
全
く
聞
こ

え
な
い
」が
３７
世
帯
、「
時
々
、

放
送
中
に
音
声
が
途
切
れ

て
し
ま
う
」が
２
５
２
世
帯
、

う
ち
調
査
希
望
す
る
世
帯

が
１
６
０
世
帯
あ
っ
た
。

受
信
状
況
の
悪
い
世

帯
へ
の
対
応
は
。

現
在
、
調

査
希
望
す

る
世
帯
に
伺
っ
て
、試
験
電
波

を
受
信
し
な
が
ら
受
信
に
適

し
た
場
所
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、屋
外
ア
ン
テ
ナ
が
必
要

か
ど
う
か
の
訪
問
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。屋
外
ア
ン
テ
ナ

が
必
要
な
世
帯
へ
は
、順
次

設
置
を
進
め
て
い
く
。

屋
外
ア
ン
テ
ナ
設
置

の
基
準
は
。受

信
機
レ

ベ
ル
が
７

未
満
で
、か
つ
、音
声
感
度
が

不
安
定
な
場
合
で
、設
置
す

る
か
ど
う
か
は
、本
人
の
意

向
に
お
任
せ
す
る
こ
と
に
な

る
。

デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信

機
の
普
及
率
向
上
の

施
策
は
。

現
在
は
、デ

ジ
タ
ル
方

式
へ
の
移
行
期
間
で
あ
る
た

め
、一
斉
放
送
し
か
で
き
な

い
。今
後
、全
て
の
地
域
に
配

布
が
完
了
し
た
と
き
に
は
、

従
来
の
戸
別
受
信
機
と
同
様
、

地
域
ご
と
の
情
報
発
信
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。普
及
率

が
低
い
た
め
、周
知
し
な
が

ら
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
て
い
く
。

土
田

土
田

土
田

土
田

土
田

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

土田　進
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補
助
制
度
の
導
入
を

部
長 
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
中
で
検
討

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
耐
震
ベ
ッ
ド

防
災
対
策
の
耐
震
改

修
が
進
ま
な
い
理
由
は
。

耐
震
診
断
実
施

者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
、経
済
的
な
理

由
も
あ
る
が
、今
の
家
に
住

む
の
は
自
分
た
ち
が
最
後
だ

か
ら
無
駄
に
な
る
と
考
え
る

老
人
世
帯
や
工
事
内
容
、効

果
に
対
し
不
安
が
あ
る
方
が

多
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

専
門
家
の
相
談
窓
口

や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
は
。

平
成
27
年
度
は
、

耐
震
改
修
促
進

計
画
の
後
期
実
施
計
画
を
策

定
す
る
年
で
、低
コ
ス
ト
耐
震

化
工
法
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
相
談
窓
口
を
紹
介
し
な

が
ら
、対
象
者
の
意
向
調
査

を
実
施
す
る
。

高
齢
者
の
世
帯
や
収

入
の
少
な
い
世
帯
で

は
耐
震
改
修
が
進
ま
な
い
こ

と
も
あ
る
。一
定
の
空
間
を

強
固
に
す
る
こ
と
で
、命
を

守
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
耐

震
ベ
ッ
ド
へ
の
補
助
制
度
の

導
入
を
し
て
は
。

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

や
ベ
ッ
ド
は
、短

期
間
に
安
い
工
事
費
で
施
工

が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

が
、対
応
さ
れ
て
い
な
い
部

屋
で
は
被
災
を
免
れ
な
い
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。耐

震
改
修
が
進
ま
な
い
現
状
か

ら
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
考

慮
し
、後
期
実
施
計
画
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。

昨
年
１
年
間
の
認
知

症
の
行
方
不
明
者
は
、

全
国
で
１
万
３
２
２
人
。今

年
の
４
月
末
時
点
で
は
、２

５
８
人
が
所
在
不
明
と
警
視

庁
が
発
表
し
た
。認
知
症
を

正
し
く
理
解
す
る
た
め
、認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
を
拡

大
す
る
取
り
組
み
は
。

20
年
か
ら
、

認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
研
修
を
実
施
し
、

参
加
延
べ
人
数
は
12
月
１
日

現
在
１
３
４
１
人
と
な
っ
た
。

昨
年
度
か
ら
は
、地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
養
成
講
座

を
委
託
し
、一
般
住
民
、消
防

署
や
企
業
に
出
向
き
研
修
を

実
施
し
て
い
る
。認
知
症
に

な
っ
た
人
が
、地
域
に
お
い
て

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、家
族
や
周
囲
の
人

た
ち
の
知
識
や
理
解
が
必
要

と
考
え
、今
後
も
実
施
し
て

い
く
。

学
校
教
育
で
、認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
講
座
の
取
り
組
み
を
し
て

は
。

小
中
学
校

で
は
、福
祉

実
践
教
室
を
通
じ
て
、認
知

症
も
含
め
障
が
い
な
ど
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
授
業
を

行
っ
て
い
る
。今
後
も
教
育
の

一
環
と
し
て
取
り
入
れ
る
よ

う
、検
討
し
て
い
く
。

早
期
発
見
・
保
護
に

向
け
、捜
索
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
広
域
化
に
つ
い
て
ど

う
取
り
組
む
の
か
。春

日
井
市
、

小
牧
市
、

江
南
市
、犬
山
市
、岩
倉
市
、

扶
桑
町
、大
口
町
の
５
市
２

町
で
、高
齢
者
等
徘
徊
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
域
連

携
を
協
議
し
て
い
る
。県
も

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
向
け
検
討
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら

必
要
な
対
応
を
し
て
い
く
。

柘
植

柘
植

柘
植

柘
植

柘
植

柘
植

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

健
康
福
祉
部
長

生
涯
教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

一
　
般

質
　
問

柘
植
　
満

耐震シェルター

認知症捜索ネットワークの広域化を
部長 県の動向を見守りながら必要な対応をしていく

柘植　満
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住民の意見を聴いて作成するべきでは
部長 2500人の方を対象にアンケートを実施

第七次総合計画

前
田
新
生

一
　
般

質
　
問

第
七
次
総
合
計
画

（
平
成
28
年
か
ら
37

年
）を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、

10
年
後
の
町
の
姿
が
見
え
る

よ
う
、数
値
目
標
や
中
間
点

で
の
点
検
評
価
を
す
る
た
め

の
５
年
単
位
の
基
本
計
画
が

必
要
で
は
。市

町
村
の
総
合

計
画
に
は
、さ
ま

ざ
ま
な
組
み
立
て
方
が
あ
り
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施

計
画
の
３
層
構
造
に
な
っ
て

い
る
。次
期
総
合
計
画
は
、第

六
次
総
合
計
画
の
理
念
を
継

承
し
つ
つ
、個
別
計
画
や
経
営

計
画
な
ど
と
役
割
を
明
確
に

し
、作
成
し
て
は
ど
う
か
と

思
案
し
て
い
る
。

職
員
の
意
向
だ
け
で

な
く
、住
民
の
意
見

を
聴
い
て
作
成
す
る
べ
き
で

は
。

行
政
は
、常
に
住

民
の
福
祉
の
増

進
を
念
頭
に
施
策
遂
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、住
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
も
大
変
重
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。10
年
、20
年
後

の
町
政
全
般
に
わ
た
る
こ
と

に
、参
加
い
た
だ
く
の
は
大

変
難
し
い
と
考
え
、さ
し
あ

た
っ
て
、2
5
0
0
人
の
方
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
く
。今
後
は
、行
政
区

や
公
益
活
動
に
関
わ
る
方
々

と
の
意
見
交
換
も
考
え
て
い

る
。

町
の
図
書
館
は
、利

用
率
が
高
い
と
聞
く
。

近
隣
の
立
派
な
図
書
館
を
持

つ
市
町
と
比
べ
て
ど
う
か
。

人
口
一
人

当
た
り
の

貸
出
冊
数
は
、左
の
表
で
、近

隣
４
市
２
町
の
中
で
は
大
口

町
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

６
月
定
例
会
や
11

月
の
全
員
協
議
会

で
は
、建
設
が
決
定
し
て
い

る
よ
う
な
答
弁
で
あ
っ
た
が
、

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は

あ
る
の
か
。

新
図
書
館

建
設
に
向

け
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き

取
り
調
査
、先
進
地
視
察
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、調
査
研

究
を
進
め
て
い
る
。具
体
的

な
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な
い

が
、逐
次
議
会
に
進
み
具
合

を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

前
田

前
田

前
田

前
田

生
涯
教
育
部
長

生
涯
教
育
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

【その他の質問】
　防犯灯の設置制度の見直しについて

前田新生

図
書
館
の
建
て
替
え
は

部
長 

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な
い

問□
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町の図書館

他市町図書館との比較一覧表

市町名
小牧市
江南市
犬山市
岩倉市
扶桑町
大口町

人口(人)
146,000
100,000
74,000
46,000
34,000
22,200

延床面積(㎡)
3,347
962

4,962
2,484
1,558
614

蔵書数(千冊)
508
117
235
174
128
76

貸出冊数(千冊)
1,046
407
489
279
354
240

人口一人当たりの貸出冊数
7.16
4.07
6.61
6.06
10.41
10.81

平成24年度データ（出典：日本の図書館2013）



人数
6人
8人
7人
6人
7人
5人
13人

来庁日　　　　
7月 3日（木）　　
10月20日（月）　　
10月23日（木）　　

11月18日（火）　　
　　

1月14日（水）　　
2月 5日（木）予定

市町議会名
宮城県加美町議会
香川県観音寺市議会
石川県内灘町議会
鳥取県日吉津村議会
長野県飯島町議会
徳島県勝浦町議会
神奈川県開成町議会

おおぐち議会だより　No.201
平成  27年2月1日発行

　

全
国
か
ら
１
４
０
町
村
、

６
０
０
人
を
超
え
る
議
会
広

報
の
作
成
・
編
集
な
ど
に
携

わ
る
議
員
及
び
事
務
局
職
員

の
参
加
の
も
と
、第
81
回
町

村
議
会
広
報
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
主
な
内
容
は
、

第
１
日
目
が
①
伝
わ
る
広
報
、

②
紙
面
デ
ザ
イ
ン
、③
写
真

撮
影
な
ど
で
、３
人
の
講
師

か
ら
分
か
り
や
す
い
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
、４
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、事
前
に
診

断（
添
削
指
導
）を
希
望
し
た

町
村
議
会
広
報
の
事
例
研
究

と
講
評
を
聞
き
ま
し
た
。同

じ
分
科
会
で
診
断
を
受
け
た

他
の
８
議
会
の
広
報
誌
を
見

な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
長
所

短
所
を
伺
い
、講
師
か
ら
良

い
事
例
や
改
善
す
べ
き
事
例

の
直
接
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
機
会
を
得
ら
れ
た

こ
と
は
、今
後
の
広
報
づ
く

り
に
更
な
る
企
画
立
案
力
と

編
集
技
術
力
に
繋
が
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
「
読
み
手
＝
住
民
目
線
」で

の
紙
面
づ
く
り
を
し
、住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
こ
れ
ま
で
以

上
に
読
ま
れ
、親
し
ま
れ
る

議
会
だ
よ
り
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
丹
羽　

孝
）

　

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
て
過
去
８
回
受
賞

し
た
経
緯
か
ら
、平
成
26
年

度
は
こ
れ
ま
で
6
団
体
の
視

察
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
団
体
も
、住
民
へ

の
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
、本
町
の

取
り
組
み
状
況
を
聞
く
た
め

の
も
の
で
し
た
。

　

研
修
で
は
、本
町
の
編
集

方
針
や
編
集
上
で
工
夫
し
て

い
る
こ
と
、さ
ら
に
は
発
行

経
費
な
ど
に
つ
い
て
、意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
視
察
の
機
会
は
、

本
町
に
と
っ
て
も
、絶
好
の
研

修
の
機
会
で
あ
る
と
と
ら
え
、

相
互
に
研
修
し
ま
し
た
。

（
丹
羽　

孝
）
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10/21（火）
10/22（水）

＜議会広報常任委員会＞ 
全国町村議長会広報研修会に参加

講師の指導に真剣な表情で聞き入る委員

研修の様子

議
会
広
報

全
国
か
ら
視
察
の
受
け
入
れ



　

議
員
全
員
が
、昨
年
11
月

４
日
に
、耐
震
改
修
工
事
中

の
北
小
学
校・大
口
中
学
校
の

屋
内
運
動
場
と
中
央
公
民
館

の
進
行
状
況
を
調
査
す
る
た

め
、現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

工
事
責
任
者
か
ら
工
事
が

順
調
に
進
ん
で
い
る
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

工
事
終
了
ま
で
の
安
全
と

確
実
な
施
工
を
お
願
い
し
、

現
場
視
察
を
終
え
ま
し
た
。

（
倉
知
敏
美
）

工
事
現
場
を
視
察

中央公民館集会室の耐震工事の様子

北
小
学
校
・
大
口
中
学
校
の
屋
内
運
動
場

と
中
央
公
民
館
の
集
会
室

　

説
明
会
は
、11
月
15
日
と

23
日
の
２
回
、開
催
し
ま
し

た
。

　

15
日
の
参
加
者
は
、０
人
。

23
日
は
、10
人
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。も
っ
と
説
明
す

る
時
間
を
増
や
し
、分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い
、

議
会
報
告
会
で
、住
民
の
ニ
ー

ズ
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
い

た
だ
き
た
い
、も
っ
と
多
く
の

町
民
、団
体
、事
業
所
の
声
を

聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
近
く
ま
で
来
ら
れ
た

人
か
ら
、背
広
を
着
た
人
が

い
っ
ぱ
い
で
、と
て
も
入
場
で

き
る
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た

と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
、改
善

す
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
の
説

明
会
で
し
た
。

（
吉
田　

正
）

　

12
月
定
例
会
に
提
出
し
た

「
大
口
町
議
会
基
本
条
例
」が

全
員
賛
成
で
可
決
、制
定
と

な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く

説
明
し
た
冊
子
を
広
報
お
お

ぐ
ち
3
月
号
と
一
緒
に
配
布

し
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
の

冊
子
を
配
布
し
ま
す

　

議
会
改
革
の
１
つ
と
し
て
、

9
月
定
例
会
か
らYouTube

、

U
strea

m

で
、一
般
質
問
の

中
継
・
録
画
を
始
め
ま
し

た
。

詳
し
く
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

町
議
会
コ
ー
ナ
ー
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
・
録
画
が
見
ら
れ
ま
す

23日の説明会の様子

YouTubeでの画面

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
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～
20歳

21～
40歳

41～
60歳

61～
80歳

81歳
以上

28.6 22.5 41.3 45.5 60.0比率（％）

年 齢 別 年 齢 別

4 9 31 66 3回 答 数

14 40 75 145 5年齢別人数

～
20歳

21～
40歳

41～
60歳

61～
80歳

81歳
以上

7.1 22.5 14.6 9.0 20.0比率（％）

1 9 11 13 1回 答 数

14 40 75 145 5年齢別人数

議 会 だ

アンケート結果アンケート結果
よ り

　１１月1日(土)のふれあいまつりで、「議
会だより」のアンケートを実施しました。
　２７９名の方にご協力いただき、ありがと
うございました。
　今回は、その結果を報告します。

0

10

20

30

40

50

60
（人）

Point① どれくらい読まれているのか?
全体的に見ると、「毎回読む」、「気になるページを読む」、「時々読

む」と答えた方が84％を占めています。

また年齢別では、若年層にあまり読まれておらず、６０歳以上の層で
はおおむね読まれているという結果でした。

【読んでいない理由】
・議会に興味がない　・内容が分からない　・配布されていない

Point② 読む時間は？
読む時間は、１５分以上の方が７９％を占めています。

Point③ 興味のある記事は?
「一般質問」と答えた方が最も多く、次いで「表紙」、「特
集」の順になっています。

■議会広報常任委員より
　アンケート結果から、もっと分かりやすく、もっ
と記事の内容を詳しくといった要望をいただき
ました。
　今後も、より分かりやすく、興味を持って読ん
でいただける紙面づくりを目指していきたいと
思います。

読み方

毎号全て読む 時々読む

読む時間

表

紙

概

要

特

集

質

疑

一

般

質

問

委
員
会
視
察

追
跡
あ
れ
か
ら

裏

表

紙

な

し

毎回
41%

30分以上
22%

5分以下
21%

15分くらい
57%

19

3
11 8

32

4
9 6

50

気になる
31%

特定
6%

時々
12%

めったに、ない
5 %

読んだことがない
5%



まちの
元気者
まちの
元気者

手続きは簡単です！
役場3階で住所と名前を書くだけ

3月定例会予定

議

長

委
員
長

副
委
員
長

委

員

倉
知
敏
美

丹
羽
　
孝

伊
藤
　
浩

吉
田
　
正

前
田
新
生

岡
　
孝
夫

斉

木
一
三

発
行
責
任
者

議
会
広
報
常
任
委
員
会

会議録が閲覧できます
http://www.town.oguchi.aichi.jp
/gikai/kaigiroku.html

３月 ４日（水） 提案説明
３月 ９日（月） 質疑
３月１０日（火） 質疑・委員会付託
３月１２日（木） 総務建設常任委員会
３月１３日（金） 文教福祉常任委員会
３月１７日（火） 一般質問
３月１８日（水） 一般質問
３月１９日（木） 一般質問
３月２４日（火） 討論・採決

表紙の写真
■まだまだかぶが抜けません■

保育園の生活発表会。み
んなで助け合う姿に、お
父さんも、お母さんも感
動で胸がいっぱいでした。
=12月６日　南保育園で

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

〒
４
８
０
-０
１
４
４
 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１
５
５
番
地

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

議
会
だ
よ
り

夢はＪリーガーの誕生
サッカーファンの子どもたち

わかしゃち国体記念運動公園に集まれ！

取材を終えて
　子どもたちと楽しくサッカーができることが何
よりも楽しみと嬉しそうな表情、子どもたちへの

♪　活動場所と活動日は？

　わかしゃち国体記念運動公園で、毎週、土曜日、
日曜日の午前中に活動しています。

♪　活動していてうれしかったことや辛かった

ことは？

　子どもたちと一緒にサッカーができることが、
何よりも楽しいです。試合に大敗して落ち込ん
だ子どもたちの顔を見るのは嫌です。

♪　今後の目標は？

　もっと多くの子どもたちが参加してくれればと
思います。夢かもしれませんが、大口ＦＣからＪリ
ーガーが出てほしいです。
　一度、練習を見にきてください。

♪　町や議会への要望がありましたら

　運動公園近くにパチンコ店ができ、グラウンド
の前にも駐車場があり、子どもたちが練習に来
る際の交通事故やいたずらが心配でなりません。
　また、北小学校の通学路でもあり、安全対策を
お願いします。 練習風景

大口ＦＣのコーチの皆さん12 月
定
例
会
N
o.201

平
成
2
7
年
2
月
1
日

─大口フットボールクラブ─

愛情にあふれていました。夢は大口FCからＪリー
ガーの誕生、是非、かなうことを願っています。

（丹羽　孝）

寄
付
行
為
の
禁
止

おおぐち議会だより　No.201
平成  27年2月1日発行

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止
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